
第 4 章 白河の条坊地割 

浜崎一志 

1  はじめに 

  
「天狗あ りなどかひし 所 」といわれ，都びた 場所の代名詞であ った白河 ( 現 京都市左京 

区吉田・岡崎一帯 ) の開発が進んだのは ， 11 世紀後葉のことであ る。 白河天皇の法勝寺の 

造営 (1077 年 ) を皮切りに，堀河天皇が 尊勝手 (1102 年 ) を，鳥羽天皇が 最勝寺 (1118 年 ) を， 

待賢門院障子が 円勝寺 (1128 年 ) を，崇徳天皇が 成勝手 (1139 年 ) を，近衛天皇が 延勝寺 (1149 
り @ しようじ 

年 ) を，つ ぎ つ ぎと造営したためであ る。 この 6 寺は「六勝寺」と 総称され，「国王の 氏 

(2) 

寺 」としてその 栄華を誇ったが ，この六勝寺以外にも 白河北殿・南殿などの 院の御所や， 

公家の邸宅，および 得 長寿 院 ，蓮華厳 院 ，金剛 勝院 ， 証 菩提院などの 諸寺院の建立が 続 

き ，この地の様相 は 一変し，「 房て 白 7 町」と洛中と (3) 並び称される 白河の街区が 出現した。 

白河の地のこうした 都市的発展にともない ，洛中と同様に 格子状の条坊地割が 施された 

と考えられている。 (4) 近衛 末 ，大炊御門 末 ，春日末など 洛中の大路小路の 名称に，「 末 」 を 

つけた道路 名 が文献に現れることや ，愛宕郡の条里が 東に 5 一 6 。 振るのに対し ，白河一帯 

では遺構の方位が 六勝寺などと 同じほぼ真北を 示すことをその 根拠とする。 

しかし，白河の 条坊地割の範囲，方位，造営 尺 ，大路小路の 幅員などの詳細は 不明てあ 

る 。 解明が困難な 理由として，六勝寺の 存続期間が短かかったこと ，近代に白河一帯が 大 

規模に開発されたことなどがあ げられるが，いまひとつ ，整合性のあ る全体計画の 無いま 

まに条坊地割が 施されたためであ る可能性を指摘したい。 すなわち，白河の 条坊地割は， 

六勝寺の造営にともなって 漸次進められたもので ，区画の大きさや ，大路・小路の 幅など 

に 不整合な部分があ った可能性があ る。 法勝寺が 2 町四方におさまらないことや ， 延 勝手 

が白河の条坊地割の 中心街路であ る 今 朱雀を分断していることなどはその 不整合な面を 示 

し ，また，大治 2(1127) 年 ，法勝寺の西側の 大路が神楽岡まで 延長されたこともま <6) ，条坊 地 
割の実施が長期にわたって 行なわれていたことを 裏 づける。 こうした状況が 白河の条坊地 

割の復原を困難にしていると 考えられる。 

本稿では六勝寺の 伽藍配置の詳細な 復原を論ずるのではなく ，白河の条坊地割の 復原に 

主眼をおいて 考察を進める。 条坊地割の復原は ，文献だけでなく ，近年多くの 成果を上げ 

てきた，六勝寺関係の 遺構と，京都大学構内で 検出した溝や 道路遺構をもとに 試みた。 
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2  白河御堂の遺構 

六勝寺を中心とした 白河一帯の発掘調査は ，六勝寺研究会，京都市埋蔵 文化財センタ㍉ 

奈良国立文化財研究所，京都市埋蔵 文化財研究所，京都府埋蔵 文化財調査研究センタ 一な 

どの調査組織により 実施され，大きな 成果が上がっている。 ここでは，白河の 条坊地割復 

原の基礎となる 六勝寺や院の 御所などの遺構について 考察する。 

(l)  はじめに法勝寺あ りき   

法勝寺は当初，藤原家累代の 別業であ った。 関白藤原 頼 道の死後，その 子の左大臣節 実 

が 白河天皇に献上し ，その地に白河天皇が 造営したのが 法勝寺であ る。 法勝寺は西大門を 

二条大路 末 に開き，金堂の 南庇は二条大路の 北辺に当たり ，阿弥陀堂の 南端が押小路末の 

北辺にあ たることが指摘されている [ 福山 43 コ。 また，八角九重塔の 位置は地籍図から ( 西 

田 25 コ ，金堂とその 回廊は発掘調査 ( 杉山・梶川 75, 梶川 76, 辻 ・上村 87 コにより明らかに 

されている。 

法勝寺の西 辺は ，車道   ( 現在の岡崎 通 ) を限りとする 可能性が高いとされていたが ， 動 

初国医療・救護センター 建設にともなう 調査 ( 図 2l 一 A 地点 ) で検出した南北方向の 側溝 

がこれにあ たると考えられる。 東 辺についてほ ，車道より東へ 約 270m の 所 ( 図 2l 一 B 地点 ) 

で，池の東の 汀線が発掘されており ( 杉山ほか 75 コ，寺域の東西 幅は 2 町より広く，この 地 

点までおよんでいたことが 判明した。 法勝寺の東面は ，他の 3 面のように門や 築垣がなく， 

土手を築いただけであ ったことが指摘され ( 福山 43 コ ，また，「 塔 / 段及 池ノ内 町 水田低地 

図」 ロ 西田 25p.28 コ には低湿地の 中に，帯状の 高地が南北に 続いていたことが 報告されてい 

る ( 図 i¥ 裂地部分 ) 。 この部分が法勝寺の 東を限る 堤と 小路にあ たると考えられる。 図 21 一 

C 地点における 発掘調査ねこの 小路の存在を 裏 づけた。 12 世紀後半の遺物を 大量に含む幅 

2.2m, 深さ 0 ． 7m, 断面道台形の 南北 溝と ，鎌倉時代の 遺物を含む南北溝を 検出した。 こ 

02 本の構は ， 心々で約 gnl の距離をとりながら 並行するが，位置的には 前述の帯状の 高 

地の延長部分にあ たり，法勝寺の 東を限る小路の 一部にあ たると考えられる。 

法勝寺の北限については 冷泉小路末を 限りとする 福 m 説 ( 福山 43 コ と ，冷泉小路 末 の 北 

におよぶとする 西田 説 ( 西田 25 コ ，林屋 説 [ 林屋 60 コがあ る。 福山説は金堂・ 講堂・薬師堂 

を適当な間隔をもって 配置すれば冷泉小路末を 北限とすることができるとする。 これに対 

して，林屋説は 冷泉小路末を 北限とすると ，金堂・講堂・ 薬師堂の間隔が 狭くなるのと ， 南 

眼 が押小路 末 よりも 南 まで及んでいることから ，二条大路 末 に面した西大門を 中央とし， 
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図 2l 法勝寺の寺域の 推定 図 縮尺 75000 

北限も冷泉小路よりも 北にお ょ ぶとする説であ る。 しかし，図 2l 一 Dl 地点の発掘調査 ( 梶 

川 77b コで 冷泉小路末の 延長部分にあ たる東西に続く 築地塀 跡と ，その北側の 幅約 2.6m の 

溝を検出した。 Dl 地点の東約 30m の D2 地点でも同様の 築地 跡と 溝を検出しており ，築 

地と溝が東西に 連続していることを 確認している。 この結果，現在の 冷泉通は岡崎 通 ( 車 

道 ) を境に南北にずれているが ，本来は一直線の 冷泉小路 末 であ ったと思われ ，したがっ 

て，法勝寺の 北辺も福山 説 と同様に冷泉小路 末 であ ったと考えられる。 

なお， D 地点の遺構は 築地の幅 2.4m, 犬走り 3m, 溝 2.6m を測り，これを 小路の幅に 

収めると道路部分がかなり 狭くなる。 当時，二条大路末を 東に直行して 法勝寺に御幸する 
  

ことは 悼 るべきこととされている ( 福山 43 コ。 冷泉小路 末 はその迂回路として 頻繁に使用 

されており，この 道の幅が小路より 広かった可能性があ る。 
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以上の復原結果をみると ，法勝寺の東西幅は 約 278m と ， 2 町 十 小路の幅 84 丈 ( 約 252m) 

を大きく逸脱している。 南辺も押 小路 末 よりも南にはみでており ，白河の条坊地割が 施行 

される前に法勝寺の 寺域が確定されていたものと 考えられる。 逆に，二条大路末や 法勝寺 

四大路 ( 車道 ), 冷泉小路 末 が法勝寺の寺域に 合わせて設定され ，白河の条坊地割の 起点に 

なった可能性が 高い。 大路・小路の 末が洛中に比して ，ずれていることがこれを 裏 付ける。 

(2) 尊勝寺の寺域の 設定 

尊勝寺の比定地において 本格的な調査が 実施されたのは ， 1959 年のことで京都会館建設 

にともな う ものであ った ( 杉山・岡田 61 コ n 以後の多数の 調査にょり，金堂，回廊，西の 築 

地塀，観音堂，五大堂，東塔，西塔などの 位置を確認した。 ここでは伽藍配置の 詳細な検 

討は省略し，寺域について 検討したい。 

尊勝寺の寺域の 西辺については ，図 22 一 A 地点 て 検出した 溝と 築地 跡 と思われるマウン 

ド状の遺構がこの 西 辺にあ たる ( 梶川 77a コ 。 1975 年に，六勝寺研究会が 疏水と並行する 冷 

泉 通の北側で検出した 築地 跡 と考えられる 遺構も，尊勝寺の 両辺を限るものであ ろう。 南 

辺は 「承保勘文」から 二条大路北辺が 法勝寺金堂の 南店にあ たることが指摘されているが 

( 福山 43 コ，二条大路 末 が二条大路の 延長線上にあ るかどうかは 確証がなく，また ，二条大路 

末の遺構も検出しておらず ，二条大路末の 北辺すなわち 尊勝寺の 南 辺の位置は不明であ る。 

図 22  尊勝寺の寺域の 推定 図 縮尺Ⅴ 5000 
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尊勝寺の北辺については ，図 22 一 B 地点で検出した 幅約 3.5m, 深さ 1.3 ～ 1.4m の断面 逆 
(9) 

台形の溝が，尊勝寺の 北を限る可能性があ る。 しかし，この 位置に大炊御門大路末を 想定 
(10) 

すると図 22 一 C 地点と図 22 一 D 地点 ( 上村 83 コ か 検出した基壇をもつ 平安後期の建物が ， 

大路の中央に 建てられていたことになり ，北辺と推定するに は 難があ る。 

尊勝寺の 四 辺から法勝寺の 酉の築地までの 距離が約 534m を測り， 4 町の街区がちょうど   

納まることから ，尊勝寺の 東辺は 四辺から 2 町 (80 丈 ) と小路 (4 丈 ) の位置にあ ると考えら 

れる。 なお， 4 町の街区がちょうど 納まることから ，尊勝寺の計画段階で 条坊地割が意識さ 

れ，将来の寺院などの 造営に備えたものであ ったと考えられる。 

(3)  白河北殿と白河南殿 

白河南殿 は 白河法皇が，法勝寺の 西方に造営したもので ，もとは 覚同 大僧正の房であ っ 

た。 何度か修造がおこなわれ ，「泉殿御所」「白河泉殿」などとも 称されていたが ，南殿の中 

に建立された 2 棟の九 鉢 阿弥陀堂に対し ， 「蓮華 蔵 院 」と称されるようになった。 この 白 

河南殿の建物と 考えられる遺構はいく っか 検出されているが ，寺域を示す 遺構は検出され 

ていない。 しかし，現在も 東西・南北がほ ば 2 町の聖護院蓮華蔵 町 ( 図 2m 裂地部分 ) の地名 

が残り，蓮華 蔵 院を含む白河南殿の 範囲がこれにあ たると考えられている ( 杉山 62 コ。 

白河北殿が造営されたのは 元来元 (1118) 年のことであ る。 『保元物語』に「大炊御門 ョ 

図 23  白河南殿と室荘厳院の 推定 図 縮尺Ⅴ 5000 
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リハ北 、 川原 ヨり 東、 春日 ヲカケテ作 タル御所 也 (l@) 」とあ     その範囲は南は 大炊御門 末 ， 

北は春日大で 南殿の北にあ ったと考えられているが ，大治 4 (1129) 年の改造で中御門 末 

まで拡張された 可能性が指摘されている ( 川上 77 コ。 

(4)  宝 荘厳 院と 粟田の宮 

室荘厳院の建立は 長承元 (1132) 年のことであ る。 九卵阿弥陀堂や 寝殿のあ ったことが 知 

られている。 宝 荘厳院の位置については ，この寺領が 東寺に伝領されたことから ，白河南 

殿の比定地のすぐ 西にあ たる聖護院東寺領 町 ( 図 23 斜線部分 ) がその旧地に 比定されている 

( 杉山 62 コ。 こうした状況を 裏 づけるものに ，「 宝 荘厳 院 用水亭」とし ぅ 延文 元 (1356) 年の 

絵図があ (l2) る ( 図 24)0 この図は宝荘厳院の 農民が，鴨川の 上流から栗田宮のすぐ 西を経由し 

て ，農業用水を 引き入れていた 様子を示す。 延文 元 (1356) 年 ごろに洪水が 続き，栗田宮が 

洪水被害をこの 用水によるものとし ，相論となった 際のものであ る ( 西岡 76 コ 。 

この図を見ると ，大炊御門 末 の 南と 北に 宝 荘厳 院 

と 記され，この 時期の宝荘厳院の 領地は大炊御門 末 

よりも北の春日天までお ょ んでいたことや ， 宝 荘厳 

院が 鴨川に面していたことがわかる。 

宝 荘厳院の北の 粟田宮は，保元の 乱に敗れ，讃岐 

で 流刑死した崇徳院の 霊を鎮めるため ，後白河法皇 

が 寿永 3 (1184) 年に創建したものであ る。 この宮は 

嘉禎 3(1237) 年に一度遷座した ぅえ ，応仁の乱後に 

荒廃し，その 後やや離れた 所に再び祀られたため ， 

その旧地の比定に 混乱が生じている。 当初の社地を 
(13) 

『古記』は春日河原の 白河北殿の跡とし ， 『源平盛 

表記』は春日未の (14) 北 ，河原の東とする。 白河北殿の 

位置から，栗田宮の 社地は春日大の 北か 南で，河原 

に 近い所といえる。 しかし，白河北殿の 跡地には 

鳥羽法皇追善のための 千鉢 阿弥陀堂が，栗田宮ょり 

さきに造営されてお             また，白河北殿ょ り 河原 ょ 

@ に 比定されている 宝 荘厳院も ， 少なくとも承久 3 

(1221) 年の火災までは 堂舎が残っていたことから ， 
図 24 室荘厳 院 用水車 

粟田宮の初期の 社地 は 春日末の北で ，河原に近い 所 ㏄東寺古文 零聚 』所収 ) 
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と 考えられる。 

嘉禎 3 (1237) 年 ，粟田宮が鴨川に 近く，洪水の 被害を ぅけ やすかったため ，やや東へ 遷 

座した。 (l6) 図 24 は遷座後の粟田宮の 様子を示している。 この図を見ると ，粟田宮は春日天 の 

北にあ り， 東へ 遷座したというものの ，その位置は 鴨川に近く，距離的にはあ まり動いて 

いないことがわかる。 また，この訴訟に 関連するものとして 宝 荘厳院の所司らが ，以前の 
  

よう に用水路の設置を 認める よう に訴えたときの 文書があ る。 このなかで粟田宮の 洪水破 

害が用水路に よ るものではないことを「虫合両年 之 洪水者、 越 河原人 堤 、 浸 東西高岸 畢 、 

払下限 彼 一所」と述べている。 この文書からも 粟田宮は河原の 大捷より東であ ったものの， 

一段高くなっていた 高岸より西にあ ったことがわかる。 このほか，天理図書館吉田文庫の 

『粟田宮文庫 ロに ，寿永 3 (1184) 年の「粟田宮御敷地境内事」，応永 33(1426) 年の「粟田宮 

神領所領目録」， 嘉吉元 (1441) 年の「粟田宮々 地 四至目録」があ る。 これらの文書は 粟田 
(@8) 

宮の北を中御門大路，南を 大炊御門，東を 女院高岸，西を 河原とし， 南限 以外は図 24 とよ 

く一致している。 北限を中御門 末 ， 西 限を河原とすることに 異論はない。 東 限の女院高岸 

は ，前述の洪水で 浸水した高岸と 同じものと思われる。 なお，病院構内で 医療技術短期大 

学部校舎新嘗にともない 実施した発掘調査で ，平安中期の 高野川系旧流路の 護岸を検出し 

ている ( 岡田・宇野 78 コ。 女院高岸は少なくともこの 発掘調査地点 よ り 西と 考えられる。 

以上の結果から ，嘉禎の遷座は 粟田宮の敷地内を 移動した程度にとどまるものと 考え ろ 

れる。 そして，栗田宮は 創建当初も嘉禎の 遷座後も，春日天の 北 ，中御門末の 南で，鴨川 

の堤防と，本来の 河岸であ った高岸のあ いだの後背低地にあ ったと考えられる。 度重なる 

洪水被害もこうした 状況を裏 づける。 

3  京都大学構内で 検出した遺構 

C)  教養部構内 AP22 区 溝 SDl0 

教養部構内 AP22E( 図 25 一 A 地点，図 26 上段 ) で道にともたう 溝 SDl0 ，四脚門 SB2, 

柵 SA20 を検出した n SDl0 は幅 2 m, 深さ 1.2lW の溝で，発掘区内での 検出 長は 37m にお 

ょぶ 。 埴土 に 13-14 世紀の遺物を 含む。 この溝 SDl0 の東では 13 ～ 14 世紀の土墳墓を ，西 

では四脚門のあ る 柵と ，堀口囲まれた 邸宅を検出し ，この溝を境に 土地利用形態がまった 

く異なることが 判明し， 溝 SDl0 と四脚門 S B 2 の間に南北の 道があ ると判断した ( 五十 

川 ・茂野 84 コ。 この道の直上で 同じ方位をもつ 近世の道 S F n を検出している。 この道は 

『増補高坂東大 檜固 』 ( 寛保元 (1741) 年刊 ) や ，仮製 2 万分 1 地形図 ( 明治 25 年 製 ) にも記載 
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されており，この 道は古代末以来，近代まで 

連綿と存続していたことがわかる。 

この南北の道が 尊勝寺の東側を 通る道の延 

長部分，すなわち 今 朱雀にあ たると考えられ 

る。 図 25 一 C 地点 ( 図 22 一 A 地点 ) の築地と側 

溝 跡と ， 溝 SDlo を結ぶと，方位を 真北から 

東に約 0 。 40' 振った 軸 線を得ることができる。 

図 25 一 B 地点の調査で ，南北約 I5m にわたっ 

て検出した 溝 5 2 ( 南 ほか 89 コはこの直線上 

に位置し，この 道の存在を裏 付ける " 溝 S 2 

はやや剛平を 受けたものか ，幅 1.lm, 深さは 

0.1 一 0 ・ 2m であ り，埋没した 時期は 13 世紀後 

半と考えられている。 

なお，四脚門 SB2 と溝 SDI0 の間は約 7m 

であ るが，邸宅にともなら 遺構は 13 ～ 14 世紀 

のものであ り， 巷所 として道が狭められたと 

思われる。 道路の西半に 井戸が掘られたり ， 

溝が埋まったのもこの 時期と考えられる。 

(2) 本部構内 AT27 区 溝 SD3 と道 SP3 

木部構内 AT27 区の調査 ( 図 25 一 D 地点， 

図 26 中段 ) で， 溝 SD3 と道路 状 遺構 SF3 

を検出した ( 五十川 81 コ 。 SD3 は幅 2,5m, 

深さ 1,5m, 断面 V 字形の溝で，発掘調査区内 

では真北からやや 東にふるが，比約 1l0m の地 

点でこの溝の 延長部分と思われる 溝を検出し 

ており， ほば 真南北の溝と 考えられている。 

溝の廃絶は上層の 遺物から 13 世紀と考えられ 

る 。 また， この溝の西約 llm の所で，東西 

1.4-2.2m, 南北 8.6m にわたって路面と 考 
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京都大学構内で 検出した遺構 
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図 26  京都大学構内検出の 遺構 
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0.2m の蹴と思われる 細い溝が南北に 走る。 

この南北の道が ，方位， 今 朱雀との距離などから ， 今 朱雀の東 2 本目の南北 路 ，すなわ 

ち尊勝寺の東を 限る道の延長部分にあ たると考えられる。 

図わー D 地点で検出した 南北 落と 尊勝寺の東側の 道を結ぶと， 今 朱雀と同様に 方位を真 

北から東に約 0 。 30 ，振った 軸 線を得る。 ところが本部構内の 南では，この 線上に現在の 道が 

約 1 ㎞にわたって 続く。 この道は， F 新撰増補東大 檜圓 』 ( 元禄 4(1692) 年刊 ) をはじめ， 

近世の古国によく 描かれている 道であ り，また， D 地点でも道路 SF3 の上層でわずかに 

位置は異なるものの ，近世の道路遺構を 検出しており ， 今 朱雀と同様に 古代末から現代ま 

で ，道路として 使用されてきたと 考えられる。 

(3) 病院構内 AHlg 区 溝 SD5 と SDg 

京都大学病院構内 AHlgE の調査 ( 図 万一 E 地点 ) ( 東大遺跡調査会 88 コ で ，東西に走る 

7 本の溝を検出した ( 図 26 下段 ) 。 溝 Snl が江戸後期の 遺物を含むほかは ， 14 世紀の遺物 

を含む。 なかでも 溝 SD5 と溝 SDg は，ともに幅 2,Om, 深さ 0.7m, 広幅 1.lm の断面が逆 

台形を呈する 丁寧なっくりの 溝であ る。 溝が集中することや ，この位置に 旧吉田村と旧里 

護院村 の 字 境界が一致することから ，これらの溝は 道路にともな う ものと考えている。 道 
(19) 

は 『元禄京都洛中洛覚大絵図』にも 描かれており ，前述してぎた 道と同様に古代末以来 

の道が踏襲されていたものと 考えられる。 

4  造営 尺と 方位 

以上のような 遺構をもとに 白河の条坊地割の 復原を試みる。 

(l) 造営 凡に ついて 

平安京の造営 尺は ついては諸先学の 多数の論文があ るが，結果的には 杉山信三の提唱し 

た 0 ・ 987 現尺 ( 約 0 ・ 2991m)[ 杉 Lu64 コ で， 大きな 組 鋸を生じない。 白河の条坊地割の 造営 尺 

は ついては， 2 次にわたる法勝寺金堂の 調査から算出した 0.303m ( 梶川 77c コや ，尊勝寺 

の五大堂に比定される 遺構から算出した 0.3014mC エ楽 ・藤村 73 コ，尊勝寺の 元帥阿弥陀堂 

の 東西規模 25.56m=85 尺から算出した 0 ・ 3007m 「上村 81 コ など，個別の 遺構から推定され 

ているだけであ るが，いずれにしても 現尺から大きくはずれるものではない。 

こうした造営尺を 念頭におきながら 条坊の復原を 試みる前に，条坊地割の 基準線となる 

築地の中心線と 側溝の位置関係について 述べる。 F 延喜美 穿 には，平安京の 東西・南北の 
幅 や ，大路・小路の 規格などが記されている。 その中で大路は 幅が 8 丈でも 10 丈でも「 自 
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三墳羊一室 二溝湯一 各八尺 墳墓三尺 犬行五尺 溝廣 各回 尺 」，小路は「 自 ， 垣 羊一室 二溝揚一 

各五尺五寸 垣 基二月五寸 犬行姉尺 溝廣 各姉尺」とあ る。 築地の中心線から「犬走り」 

をはさんで，溝の 中心線までなら ，大路で 1 丈 ，小路で 7 尺であ ったことがわかる。 白河 

の大路・小路の 規格が平安京と 大ぎく異なっていたとは 考えられず，また ，条坊全体を 検 

訂 するにはあ まり大きな影響をお ょぱ さないので，溝から 犬走りと築地塀の 中心線までの 

距離 は 延喜式の数値に 準拠した数値，すなわち 大路でⅠ 丈 ，小路で 7 月として条坊地割の 

復原を試みる。 

前述した白河の 条坊地割にともたう 遺構と考えられるものから ，条坊の造営尺を 算出し 

てみたい。 まず， 溝 SD3 ( 図 25 一 D 地点 ) と溝 SDlo( 図 25 一 A 地点 ) の間隔約 267m が， 

2 町 十 小路 2 本 (88 丈 ) とすると， 1 月ニ 0 ・ 3034m となる。 また，尊勝寺の 西の築地 ( 図 22 

一 A 地点 ) と法勝寺の西を 限る道の東側溝 ( 図 2I 一 A 地点 ) の距離に法勝寺西側の 築地まで 

の 距離を加えると ，都市計画図 ( りお 00) の上で約 534m を測る。 街区を 40 丈 四方とし，法勝 

寺の西の道を 8 丈の大路とすれば 180 丈 ，小路とすれば 176 丈がこれにあ たり， 1 月ニ 0 ・ 2967 

m と l 月 =0 ， 3034m をえる。 法勝寺の西を 限る道が大路であ るか，小路であ るかは不明であ 

るが，大路であ るなら冷泉小路 末 と同様に変則的な 町割がおこなわれ ，大路が街区の 部分 

を削り込んでいた 可能性もあ る。 

南北方向では 溝 SD5( 図 26) の南に築地を 想定し，図 2l 一 C l 地点の築地と 距離を測る 

と約 575m をえる。 この間を 4 町 干 大路 2 本土小路 2 本 (188 丈 ) とすると， 1 尺二 0 ． 3059m 

とわずかに長い 数値となるが ，前述したように 冷泉小路 末は 4 丈 より広かったと 考えられ 

るが，仮に 2 大広かったとすると 1 尺二 0 ・ 3026m を得る。 

以上のような 結果から，白河の 条坊の造営尺ほ 現尺と同じ 0 ・ 303m に近い値をとると 考 

えられる。 いずれにしても ，造営尺を算定する 基準となり得る 遺構の発見 側 が少なく，ま 

た，大路・小路や 街区の幅に，条坊地割としての 整合性を欠いた 部分があ った可能性もあ 

り，今後の発掘調査が 待たれる。 

(2) 方位について 

個別の遺構の 方位は，法勝寺金堂の 真北から西に 0 。 11,40 ル C 梶川 77c コや ，尊勝手丸 鉢 阿 

弥陀堂の真北から 東に 0 。 59,59 ソ C 上村 81 コ ，尊勝手五大堂の 真北から東へ 0 。 22,-0 。 42, ロ工 

楽 ・藤村 73 コ，尊勝寺金堂の 回廊付近は真南北，東塔は 真北から西に 2 。 50 ， 20 ル 振る ( 杉 m. 

岡田 6U コ などの報告があ る。 検出範囲の狭いことや ，遺構の年代 差 によって多少の 差があ 

ることなどから ，わずかずつ 違った方位が 示されている。 
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ここでは 図乃一 A 地点と C 地点や， D 地点と尊勝寺の 東 辺のよ 5 に，南北約Ⅰ㎞ 離れた 

地点を基準として 算出した。 結果としては ，真北から東に 0 。 30 ， -0 。 40 ，偏った方位がとら 

れたものと推定できる。 

(3) 条坊地割の範囲について 

白河の条坊地割の 骨格は， 今 朱雀を中心に 東西に 4 町ずつとし，南北 路は今 朱雀と法勝 

寺の西の道を 大路とし，各町間の 道を小路とし ，これに法勝寺が 東につきでていたとする 

福山敏男の案 ( 福山 43 コ で 大きな 蛆姉 をぎたさない。 

大治 2(1127) 年 ，法勝寺の西側の 大路が神楽岡まで 延長されたことは 前述した。 このこ 

とから白河の 条坊地割が ， 北は吉田山のあ たりまでおよんていたことは 確実視されていた 

が， 図的一 D 地点の溝が条坊地割の 遺構と判明したことから ，白河の条坊地割は 洛中と同 

様に，一条大路まであ ったものと考えられる。 南については 今後の課題であ る。 

5  おわりに 

以上のような 調査結果や考察のほかに ， 字 境界や古道も 考慮し，白河街区の 復原図を作 

成した ( 図版 7) 。 基本的には，南北の 道 は 4 町おきに，東西の 道は 2 町おぎに大路があ る 

洛中と同じ型式をとっていたと 考えられる。 ただ，条坊地割を 施す前に法勝寺があ ったた 

め，法勝寺西大路や 冷泉小路末などにやや 変則的な部分が 生じたほか，全体としても 洛中 

よりやや北によったものになったと 考えている。 条坊地割を意識して 町割を始めたのは 法 

勝 幸造営以後で ，尊勝寺の造営以双のことであ ろう。 

なお，この図は 方角地割の基本型を 示したもの て ，六勝寺や院の 御所なとの占地の 詳細 

については今後の 課題としたい。 

本稿作成にあ たっては， 梶川敏夫氏 ( 京都市埋蔵 文化財センタ づ ， 上村和 直氏 ・堀内 

明 博氏 ( 京都市埋蔵 文化財研究所 ) をはじめ，多くの 方々の 御 教示を賜わった。 末筆なが 

ら，各位に謝意を 表します。 
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